
新河岸川流域川づくり連絡会（荒川下流河川事務所　調査課内）
東京都北区志茂5-41-1

発行日●2008年（平成20年）1月18日
TEL03-3902-3220　FAX03-3902-2346 05

里川表紙プレイバック里川表紙プレイバック 里川全 50 号一挙掲載里川全 50 号一挙掲載！！
　新河岸川流域しんぶん「里川」は、平成９年１０月の創刊準備号発行依頼、本号で５０号を
数えます。
　これまで、新河岸川流域川づくり連絡会の活動をはじめ、新河岸川流域にまつわるイベント
やニュース、国土交通省からのお知らせをお伝えしてきましたが、その間、ずっと「里川」の
表紙を飾ってきたのは、新河岸川流域をテーマとする “切り絵” でした。
　創刊５０号を記念し、歴代の表紙を振り返ってみました。川が見える風景とともに描かれて
いるのは、都会のなかに残る豊かな自然と生き生きした子供たちの姿。ここには、新河岸川の
過去、現在が映し出され、来るべき未来の姿を想像させます。

開いてみてね！
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Ｐ２-７ 特集：里川 50 号発行記念

  ・連絡会を振り返って

  ・制作者に聞く！

  ・切り絵ができるまで

  ・切り絵のモデル地を探せ！！

Ｐ８-９ レポート：流域の活動紹介

Ｐ10 行政からのお知らせ

Ｐ11 流域イベント・インフォメーション

新年あけましておめでとうございます。

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

まだまだ寒い日が続いていますが、よく晴れた日中

は、陽だまりのあたたかさを感じることができる季節

ですね。

今号は、里川 50 号発行記念として、これまでの連絡

会の活動をまとめた記事と、表紙の切り絵にスポット

を当てた記事を掲載しています。また、流域の活動紹介

では、「荒川クリーンエイド 2007 秋」と「黒目川・秋

の川まつり＆軽音楽フェスティバル」、「富士見高校パ

ネル展」をレポートします。

里川の発行元

流域の形は
オニギリ形！

新河岸川流域川づくり連絡会とは？新河岸川流域川づくり連絡会とは？

これまでの活動を紹介しますこれまでの活動を紹介します

　「里川」は、新河岸川流域川づくり連絡会（以降、連絡会と称します）が発行しています。ところで連絡会をご存じですか？ 連

絡会のこれまでの活動を振り返りながら、活動内容をご紹介します。皆さんも、お気軽にご参加ください。

　連絡会発足以降、新河岸川流域の各地でさまざまな活動を行ってきました。ここでは主なものをご紹介します。

* * * * * * * * * * * 主な川づくり団体 * * * * * * * * * * *

不老川流域川づくり市民の会

砂川堀流域川づくり懇談会

柳瀬川流域ネットワーク

黒目川流域川づくり懇談会

白子川と源流の水環境を良くする会

　各支川の川づくり団体や一般の方がメンバーです。事務局は国土交通省

荒川下流河川事務所調査課にあります。川に興味がある方はどなたでも参

加可能です。参加を希望される方は事務局までご連絡ください。

URL　http://www.ara.go.jp/arage/shingashi/index.html

連絡会が行っていることは？

誰がメンバーなの？

川づくり見学会・
交流会とは

川でつながる
発表会とは

新河岸川流域
フォーラムとは

連絡会をさかのぼると

川づくり見学会・
交流会とは

川でつながる
発表会とは

新河岸川流域
フォーラムとは

新河岸川流域
川づくり連絡会
とは

新河岸川流域
川づくり連絡会
とは

新河岸川流域
川まつりリレー・
フェスティバル
とは

新河岸川流域
川まつりリレー・
フェスティバル
とは

新河岸川流
域しんぶん
「里川」とは

新河岸川流
域しんぶん
「里川」とは

パネル展・ホー
ムページとは
パネル展・ホー
ムページとは

活動年表
年月 名称（開催場所）

川づくり見学会・交流会

川でつながる
発表会

新河岸川流域し
んぶん「里川」

新河岸川流域
川づくり連絡会

新河岸川流域
フォーラム

新河岸川流域
川まつりリレー・
フェスティバル

パネル展・ホームページ

新河岸川流域の５つの支川で活動する市民同士の情

報交換や市民と行政の情報交換の場として定期的に開

催しています。

流域住民の方々に総合治水対策や健全な水循環形成

について知ってもらうため、関係施設や流域資源の見学

や、テーマについてみんなで考える企画などを開催して

います。

流域住民の方々が川づくりに対する理解を深め、ま

た、より多くの人が川づくりに興味を持ち、参加して

もらえるように、流域内外で見学会を開催しています。

流域内の学生たちが川、水、環境について日頃の活

動成果を発表し、川について様々な世代が交流する場

として開催しています。

各支川で毎年夏に行われる川まつりを結びつけ、リ

レーイベント形式で開催しています。

“人の生活に関わり深い、身近にある川”を「里川」

と呼ぼう、と名づけられました。流域内の川づくりに

関する活動報告やイベント情報などを掲載発行しています。

連絡会と総合治水対策などの情報

を一般の方へ向けて発信しています。

※ この他にも、各地で活動している団体があります。

１９８０年（昭和５５年）８月、河川と流域のバラ

ンスのとれた総合的な治水対策を進めていくた

め、国、都県、関係市区町からなる新河岸川総

合治水対策協議会が発足しました。一方で、「い

い川づくり」を市民が考える場として、各支川

に川づくり懇談会が発足しました。

その後、１９９５年（平成７年）の河川審議会答申、

１９９７年（平成９年）の河川法改正の動きを受け

て、総合治水対策においても、市民活動と関連

づけた展開が望まれることになりました。

びん沼調節池交流会の様子

新河岸川流域フォーラム「キラリはっけん！わたしたちの川」
2003年9月7日

（東久留米市役所市民プラザ）

フィールドワーク風景 ワークショップ風景

第７回川づくり見学会・交流会
2005年6月25 日

（びん沼調節池ほか新河岸川）

第３回川でつながる発表会
2007年2月12日

（ふじみ野市立サービスセンター）

小学生による発表

第10回川づくり見学会・交流会　2006年7月1日
（不老川）

林川浄化施設

25 20

第 5回川づくり見学会・交流会
2005年2月19 日
（白子川）

びくに公園

17

292929

11

新河岸川流域フォーラム「新河岸川から狭山丘陵を考えてみよう」
2005年8月27日

（早稲田大学所沢キャンパス）

パネルディスカッションの聴講風景 比良の丘のウォーキング風景

21

新河岸川流域フォーラム凡例： 川づくり見学会・交流会（学習会含む） 川でつながる発表会
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1996.5 ●新河岸川フォーラム
 「新河岸川流域における川の担う役割」
 （不明）

1997.5 ●新河岸川フォーラム
 「これからの新河岸川流域について」
 ～新河岸川流域文化の再発見～（不明）
1998.5 ●新河岸川流域まつり
 「川を知って、川と友達になろう」
 （清瀬市金山橋河川敷と調整池周辺広場）

1999.2 ●新河岸川フォーラム
 「水循環が生きる里川づくりワークショップ」
 （和光市サンゼリア小ホール）

1999.9 ●新河岸川流域フェア
 「見て・ふれて・考えて　新河岸川流域フェア」
 （所沢航空記念公園）

2000.2 ●新河岸川フォーラム
 「水循環MAPづくりワークショップ」
 （本川越ペペホールアトラス）

2000.12 ■新河岸川流域川づくり学習会
 （所沢市生涯学習センター）

2001.2 ●新河岸川流域フォーラム
 「川と流域に学ぶ社会」
 （清瀬市民センター）

2002.3 ■新河岸川流域川づくり学習会
 「川づくりにおける行政の住民の合意形成」
 （朝霞市産業文化センター）

2002.5 ●新河岸川流域フォーラム
 「あなたの家は大丈夫！？先人に学ぶ川との付き合い方」
 （東洋大学朝霞校舎 3号館）

2003.9 ●新河岸川流域フォーラム
 「キラリはっけん！わたしたちの川」
 （東久留米市役所市民プラザ）

2004.4 ■第 1回川づくり見学会・交流会（不老川）
2004.7 ■第 2回川づくり見学会・交流会（柳瀬川）
2004.8 ●新河岸川流域フォーラム
 「砂川旧石器人ストリートをウォーキングしよ～う」
 （所沢市小手指公民館分館）

2004.10 ■第 3回川づくり見学会・交流会（空堀川）
2005.1 ■第 4回川づくり見学会（荒川下流）
2005.2 ■第 5回川づくり見学会・交流会（白子川）
2005.3 ▲第 1回川でつながる発表会
 （志木市市民会館）

2005.3 ■第６回川づくり見学会（荒川下流）
2005.6 ■第 7回川づくり見学会・交流会
 （びん沼調節池 ほか 新河岸川）

2005.8 ●新河岸川流域フォーラム
 「新河岸川から狭山丘陵を考えてみよう」
 （早稲田大学所沢キャンパス）

2005.10 ■第 8回川づくり見学会・交流会（黒目川）
　 - ■第 9回川づくり見学会
 （中川・綾瀬川流域、江戸川の川づくり）

2006.2 ▲第 2回川でつながる発表会（不明）
2006.7 ■第 10回川づくり見学会・交流会（不老川）
2006.9 ■第 11回川づくり見学会・交流会（狭山丘陵）
2006.10 ●新河岸川流域フォーラム
 「流域のたからもの～緑地の保全について考えてみよう！」
 （清瀬市中清戸地域市民センター）

2007.1 ■第 12回川づくり見学会・交流会
 （三ツ又沼ビオトープ）

2007.2 ▲第 3回川でつながる発表会
 （ふじみ野市立サービスセンター）

2007.9 ■第 13回川づくり見学会・交流会（旧芝川）
2007.10 ●新河岸川流域フォーラム
 「みんなの流域、みんなで治水！」
 （志木市市民総合センター）

2008.2 ▲第 4回川でつながる発表会
 （朝霞市中央公民館・コミュニティセンター）
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切り絵ができるまで
●道具を準備

●下絵を描く ●準備完了

●さらに切る

●ホチキスで留める

①黒い紙（色渋紙やタント紙）

②カッター（デザイン用カッター）

③カッティングマット

④ホチキス

⑤コピー用紙

⑥鉛筆、サインペン、筆ペンなど

⑦ケント紙

⑧のり（スプレーのり、スティッ
　クのり）

　記憶やイメージを頼りにコピー用
紙に鉛筆やサインペン（筆ペン）を
使って太目の線で下絵を描きます。

　下絵ができたらコピーをとって同じもの
を２枚用意します。目を１ヶ所切り離すだ
けであとは１枚につながっています。

　切るときは必ず絵柄の細かい部分
から切り進めます。

●どんどん切る

　せっかくなので里川５０号を記念
する文字を入れてみました。いよい
よ完成間近！！

●台紙に貼る
●完成

　切り上がった作品にスプレーのり
をして、白い台紙にのりで貼ります。

最初の１枚を黒い紙に重ねて、ずれ
ないようにまわりを数ヶ所ホチキス
留めします。

●切り始め

手をよく洗い、呼吸を整えて切り始
めます。切る時はカッターの刃を手
前へ引くようにします。

できるだけ切り
離す所がないほ
うがよい。

外側の輪郭は一
番最後に切り離
します。

慣れるまでは力
加減が難しい

下絵はいろいろ
描いてみよう。

切り離された
パーツは1つずつ
貼っていきます。

できたぁ！！

　毛利さんに手ほどきを受けて、実際に切り絵を作ってみました。
切り絵は一体どのように作られているのかご紹介します。

　新河岸川流域しんぶん「里川」の創刊より早 10 年。毎号の表紙を飾ったのは、モノクロームの切り絵でした。ユー

モアで親しみのある絵柄で、温かい心が込められた作品たち。制作者の毛利将範さん（NPO 法人　エコシティ志木）

に、これまでのいきさつや作品づくりに関するお話をうかがいました。

― 切り絵をはじめたきっかけは何ですか？
約２０年前になりますが、わが子の誕生がきっかけで

す。誕生案内を切り絵で作ってみたのですが、書くのと

は違い、切り取った線の太さによって表情がかわったり

するのが面白くて、それから作り始めたんです。

― ２０年前に切り絵を始めて、その１０年後に里川の表
紙作品の制作へ。何がきっかけだったのでしょう？

当時、流域ごとに川づくり懇談会が始まっていたんで

すが、どういうきっかけだったかなぁ。気づいたら作っ

ていたんです（笑）

― これまでの作品づくりで苦労された点は？
いつも苦労するのは、テーマ設定です。最初は「鳥の

図鑑を作ろうかなあ」と思っていて、鳥をテーマに作成

をはじめたのですが、どんどんテーマが広がって。魚の

調査が始まった頃は魚になり、その後歴史的なテーマに

も取り組みました。下絵の段階でしっくりこないと、やり

直すこともありますね。

― 作品の制作にはどれくらいの時間がかかるんですか？
切り始めると４時間位です。下絵を描いてだいたい１

日置くんです。それから２日位に分けて切る。そうする

といい絵ができるんです。

― 作品を作っていて楽しいことは？
線の太さを切りながら調整するんですね。ですから切っ

た結果で意外な形ができるのが楽しいですね。

―ところで、歴代の里川で特にお気に入りの作品はあり
ますか？

Vol.19 の「メダカ」が好きですね。これは子供の頃

の情景なんです。メダカは素手でも取れるんだけど、切

り絵のように手ぬぐいを使うともっとよく獲れるんですね。

― 心に焼き付
いている風景
が作品になっ
ているんです
ね。

スケッチを

してすぐにつ

くろうとする

とだめなんです。１年、２年と時間をおいて、ふっと思

い出した時につくるといい作品ができるような気がしま

す。思い出しながらつくると、ぜんぜん正確ではないけ

れど、意外とおもしろい形ができたりします。

― 川をみてこられて何か変化はありましたか？
古い作品を見ると、人が川に入っていないでしょう？

Vol.1 のころは、水が汚くて、行事でも川に入れなかっ

た時代です。その頃は、「川に入って遊べるといいなあ」

といつも思っていました。それが、だんだん川がきれい

になってきて、学校の授業などで魚調べが行われたり、

最近では釣りやバーベキューなど、大人も子どもも川に

親しんでいますね。

― これから先、どんな作品を作っていきたいですか？
「自然」と「子ども」をテーマにしたものを作り続けた

いね。もっと思い切ってデフォルメした感じの作品も作っ

てみたいです。

―ありがとうございました。お話をうかがってみて思っ
たのは、自然の姿を「心で見て、心で感じる」ことが大
切だということでした。毛利さんのお人柄がそれぞれの
作品ににじみ出ているのは、すべて心を通じて描いてい
るからだと思いました。

「ミズガキ」（vol.17　2002.4.30 発行）「メダカ」（vol.19　2003.4.9 発行）

毛利将範さんロングインタビュー
「里川」表紙の切り絵 制作者に聞く！
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柳瀬川駅

柳瀬川

志木駅

志木市役所志木市役所志木市役所

交番交番交番

東武東上線東武東上線東武東上線

●バス停
　志木駅まで
　バスで 10 分

なぜ市境がこんなに入り組ん
でいるかというと、河川改修
前の川の流れ（旧河道）に沿っ
ているからなんです。
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富士見橋
富士見橋
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川沿いのこの場所には
地図には書かれていな
い道があるんですよ。
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凡　例
切り絵のモデル地
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黒目川
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ここを拡大！

モデル地は
どこかなぁ？切り絵のモデル地を探せ切り絵のモデル地を探せ！！

～ 小さな発見いっぱい　川の見える散歩道を歩いてみません小さな発見いっぱい　川の見える散歩道を歩いてみませんか ～

Vol.31：ヒヨドリVol.31：ヒヨドリ　―堤防上の桜並木――堤防上の桜並木―

　切り絵のモデル地では、 今も素敵な風景に出会えます。

各地点の見どころを切り絵作者の毛利さんに教えていただ

きました。 いい天気の日は、 この地図を片手に、 お出か

けしませんか？

　志木市側の堤防上の遊歩道には立派な桜並木が続いています。川向こうには
水谷田んぼ（富士見市）が広がり、景色がよいところです。春、多くの野鳥が
桜の花の蜜を吸いにやって来ます。切り絵には、自然と生き物がつながる一瞬
が描かれています。

Vol.48：てっきょうVol.48：てっきょう　―レンガ造りの橋脚――レンガ造りの橋脚―
　柳瀬川駅のすぐ脇にある鉄橋です。複線化の際にコンクリート製の橋脚も造
られましたが、一部はレンガでできています。このレンガの橋脚は大正時代に
鉄道が開通した当時より活躍しています。

Vol.26：シジュウカラVol.26：シジュウカラ　―大きなクワの木―　―大きなクワの木―
　柳瀬川駅西口を出てサミットの前を通り柳瀬川の堤防へ出ます。堤防上をし
ばらく上流へ向かって歩くと、川岸にすっと立つ一本のクワの木があります。
上流から流れてきた種が根付いたのでしょうか。切り絵には木の実を食べに集
まる野鳥の姿が描かれています。

Vol.45：レンガひもんVol.45：レンガひもん 　―古くて大きな水路――古くて大きな水路―
　新河岸川に架かるいろは橋を渡ると左手に交番があります。交番を左折し、
四小の角の細い道（ハーベストモール）を左に入ります。この辺りはかつて堤
防で囲まれていたため、レンガの樋門が、堤防内部にたまった水を排水するた
めの水路として働いていました。

Vol.1：ヒドリガモVol.1：ヒドリガモ 　―バードウォッチングの聖地――バードウォッチングの聖地―

　冬場になるとヒドリガモの他、オナガガモ、コガモ、カルガモがよく見られ

る場所です。切り絵は 10 年前の様子で、当時、300 ～ 500 羽位のヒドリガ

モの集団が土手の草を食べていました。現在は栄橋から見下ろせる中州にカモ

が集まっています。

Vol.11：かっぱVol.11：かっぱ 　 ―河童は生きている――河童は生きている―

　川沿いをしばらく歩くと川に下りるための大きな階段があります。ここは地
震や火事の時に水をくみ上げる場所として整備されています。さらに川に近付
いてよく見ると…かっぱ発見！切り絵は子ども達をやさしく見守るかっぱの姿
を描いています。

Vol.4Vol.42：コナラコナラ

モデル地の紹介モデル地の紹介
Vol.4Vol.46：わきみずわきみず

さいたま緑の森博物館
西久保湿地の水田と斜面林（入間市）

白子川の湧水と斜面林（和光市）

まだまだ

あるよ
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REPORT
REPORT 黒目川・秋の川まつり 2007＆軽音楽フェスティバル黒目川・秋の川まつり 2007＆軽音楽フェスティバル

～豊かで輝く県土づくりキャンペーン～～豊かで輝く県土づくりキャンペーン～
荒川クリーンエイド 2007 秋荒川クリーンエイド 2007 秋

「秩父から東京湾までつなげよう　広げよう　荒川クリーンエイド」「秩父から東京湾までつなげよう　広げよう　荒川クリーンエイド」

協力 ： 新河岸川水系水環境連絡会、 黒目川に親しむ会、 和光自然環境を守る会、ＮＰＯ法人エコシティ志木、 東久留米ホタルを呼び戻す会、

　　　　埼玉南部漁業協同組合、東洋大学軽音ジャズサニー、ザ・ビートニック、　瀬田おやじバンド、　( 社 ) 埼玉県建設業協会朝霞支部、埼玉県警察生活安全部、

　　　　埼玉県南西部消防本部朝霞消防署、 朝霞市ほか

主催 ： 埼玉県朝霞県土整備事務所

日時 ： 2007 年 11 月 18 日 （日）　午前 11 時～午後 2 時

場所 ： 埼玉県朝霞県土整備事務所

内容 ： 黒目川わくわくウォーキングと水辺ウォッチング、 川の事業などのパネル展示、 水質調査体験、

　　　　 新河岸川流域市民活動のパネル展示、「黒目川水族館」、伝統とあみ漁労体験、軽音楽演奏、模擬店、こども SOS PR コーナー、

　　　　 こども工作コーナー、 有機肥料の無料配布、 A E D 心肺蘇生法、　「ひまわり」 防犯教室 「オレオレ詐欺」 劇

　雲ひとつない好天に恵まれ

たこの日、今年で 3 回目を迎

える黒目川・秋の川まつりが

開催されました。

　午前中は遊歩道を散策しな

がら、川の自然や改修工事の

話を聞きました。黒目川では、洪水に対する安全性を

確保しつつ、今ある環境を出来るだけ残した、親しみ

やすい川づくりが行われています。6 年前に改修工事

を行った場所では自然の中州ができていて、生き物の

住みかになっているとのことでした。

　橋の下をくぐるようにして遊歩道を整備したところ

では、洗掘防止のためにコンクリートブロックを置く

など、行き届いた設計が行われていました。遊歩道沿

いにはトイレやベンチもあり、

川に訪れる人に配慮した空間

となっていました。

　焼き鳥・焼きそばの香りに

釣られて会場に戻ると、バン

ド演奏の真っ最中！黒目川に

臨む駐車場が、一日限定のラ

イブ会場です。様々な年代の

バンドが参加して、ジャズや

ポップスで会場を盛り上げま

した。

　屋内会場では、警察官によ

るオレオレ詐欺の寸劇上演も行われました。ユーモア

な台詞と演技に思わず引き込まれました。消防署員に

よるＡＥＤ心肺蘇生法の体験講座も開かれ、参加した

人は緊急時の対応方法を理解することができた様子でした。

　最後に、担当者の澁谷さんに、川づくり団体から消

防署まで、関係団体が多く、調整や準備に大変ご苦労

されたのでは？　とお聞きしました。すると、返って

きた答えは、「地域には、これまでに培った信頼関係が

あり、まつりをやるぞ！　となれば、すぐに一致団結

できるんですよ」とのこと。「黒

目川が大好きだ！」という関

係者一人ひとりの思いが、何

よりもまつりの成功の秘訣だ、

と感じました。

説明を受けながら約 1時間の散策 オレオレ詐欺の寸劇

大学生による JAZZ 演奏

5年間の集大成がつまった写真の数々

部員のお気に入りは山の写真

パネル展示もありました

　荒川クリーンエイド。荒川とその支流のゴミを回収・調査するとともに、水質を調査する活動です。沿川の市民団体、自治体、

企業の協力のもと、毎年２回実施されており、約１万人の方が参加しています。今秋も新河岸川流域では黒目川と不老川で行われ

ました。

　ここでは、クリーンエイドの活動をご紹介します。

荒川クリーンエイドとは？
　東京の下町を流れる荒川は、７０数年前に人工的に掘られた放水路ですが、自然の営

みによって、様々な生き物が棲みつき、その意外なほどの自然の豊かさは、とても貴

重なものになっています。

　１９９４年、荒川放水路の通水７０周年を記念して、みんなで荒川の一斉清掃をしよう

と始めたのが荒川クリーンエイドです。

　ゴミは、上流から流れてきたものもあれば、川に来た人が捨てていったものもあり

ます。そのゴミがどのようにして捨てられ、どのような経路を通ってそこにあるのか

を調査し、それをなくすためにはどうすれば良いか、市民参加で一緒に行動し、一緒

に考えようというコンセプトで「荒川クリーンエイド」の運動は続けられてきました。

（特定非営利活動法人　荒川クリーンエイド・フォーラムウェブサイトより）

ゴミ調査はなんと 40品目に分類！

新河岸川流域での活動風景

　拾ったゴミは、細かく分類し専用ゴミ調査カード（右図）を使って記録します。ク

リーンエイドでは、毎年このカードを使うことで、ゴミの質や量の経年変化などを調

査できるようになっています。

　10月21日（日）、「不

老川流域川づくり市民

の会」メンバーを中心

とした 24 人が不老川

の土手に集まりました。

大人も子どもも軍手を

はめ、ビニール袋を片

手に熱心にゴミを拾い

ました。また、ゴミ分別の傍らでは、川の水をくみ

とって、水質調査（パックテスト）をしました。子

ども達も興味津々です。

　集めたゴミをシートに広げて分類し、ゴミ調査カ

ードに記入した後は、芋ほり大会が行われました。

近くの農家のご協力を受けて行っているとのことで、

不老川のクリーンエイド実施以前から行われている

恒例行事とのことです。ゴミ拾いだけでなく、みん

なで楽しめる企画を盛り込むことで、仲間の輪が少

しずつ広がっています。

　土の中にしっかり根

を張るサツマイモのよ

うに、交流を深めなが

らクリーンエイドは確

実に地域に根ざしてい

るようです。

　また、参加した子ど

荒川クリーンエイド　ゴミ調査カード

不老川恒例の芋ほり大会 川の中にまで入り熱心にゴミを拾う高校生たち

初めての水質調査

ゴミ拾いの様子

自転車などの粗大ゴミもありました

も達からは、「オンブバッタが

いて楽しかった」「ゴミはあま

り無かった」「芋ほりが楽しか

った」「水質調査を初めて見た。

何回もやった」という感想が聞

かれました。

　10 月 28 日（日）、ところ

変わって黒目川では、「黒目川

流域川づくり懇談会」が主催す

るゴミ拾いが行われました。都

立東久留米総合高校の生徒有志など 40 人が川沿い

のゴミを拾いました。

　川にあるゴミは大きくわけて散乱ゴミと粗大ゴミ

に分けられます。よく見かけるのはレジ袋やプラス

チック容器の破片やタバコの吸殻といった散乱ごみ

ですが、時々川岸の草むらに自転車などの粗大ゴミ

を発見します。

　年に 1 回行う川の大

掃除―荒川クリーンエ

イド。川が今どんな状

態で、人の生活とどの

ようなつながりがある

のかを体感できる絶好

の機会だと感じました。

　11 月 17 日から 25 日までの 9 日間、南畑公民館で富士見高等学校

写真部による写真展が開催されました。地域（地元）再発見をテーマ

にしてから 5 年間に蓄積された数千枚にも及ぶ写真が展示されていま

した。写真は、２系統ある通学のバス路線や荒川と新河岸川にはさま

れた市内東半分の低地、高校屋上からの展望案内板、市内西半分の台

地の変容、新河岸川旧河道など、身近な題材をテーマに撮影したもの

が多く、地域の表情や歴史の面影を写し出していました。また、写真

に関する説明も加えられており、文化的な価値の高い情報になってい

ました。部員合同作品のこのシリーズは、文化祭の展示をにぎやかに

することから出発したそうです。部員からは「今までは街の中から撮っ

ていたけれど、山や丘など外から街を撮ってみたい。」という意見もあ

り、今後の進展を垣間見ることができました。同展示は 12 月 4 日か

ら 10 日間、富士見市役所（1F）市民ホールでも開催されました。

　なお、新河岸川流域川づくり連絡会が主催する「第４回川でつなが

る発表会」に今回も出演して下さるとのことで、今から発表が楽しみ

です。

埼玉県立富士見高等学校　写真部の活動の成果を地元に還元

【日時】2007 年 11 月 17 日（土）～ 25 日（日）
【場所】南畑ぎゃらりい（富士見市立南畑公民館内）
【内容】5年間の活動成果の写真展示
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川づくり連絡会に参加してみませんか？

しんぶん「里川」掲載情報を大募集します！

連絡先

TEL 03-3902-3220　FAX 03-3902-2346

新河岸川流域川づくり連絡会　事務局
（国土交通省関東地方整備局　荒川下流河川事務所　調査課内）

〒115-0042 東京都北区志茂5-41-1

URL http://www.ara.go.jp/arage/shingashi/
E-mail shingashi@ara.go.jp

川づくり連絡会の様子

　原則第２火曜日に新河岸川流域

川づくり連絡会を開催しています。

参加希望の方は、右記事務所までお

問い合わせください。

（開催場所はお問い合わせ時にお知

らせします。）

　各流域や地域での活動報告やイベント情報を募集していま

す。身近な情報などをお手紙または FAX・メールにて事務局

までお寄せ下さい。

こどもとおとなの自然塾～冬の渡り鳥を見てみよう～

・日時：2月2日（土）9：00～11：00頃（雨天中止）

・集合場所：東上線「柳瀬川駅」前 サミット前広場 

・内容：冬に志木へ来る渡り鳥を観察します。

・参加費：200円（会員100円、中学生以下は無料）

　　　　　※ 家族参加は家族全員で1名扱い

・持物：筆記用具、寒さ対策、あれば双眼鏡

・主催：NPO法人エコシティ志木

　　　（財）埼玉県生態系保護協会志木支部

・後援：志木市立教育サービスセンター

・申込み＆お問い合わせ：048-471-2211

（志木市立教育サービスセンター） 

淵の森「早春の下草刈りと散歩道整備」

・日時：2月3日（日）9：00～11：00頃

・場所：淵の森（直接お越しください） 

・参加費：200円（保険・通信費として）

・持物：作業できる服装・手袋、水筒　等

・主催：淵の森保全連絡協議会

・申込み：不要

・お問い合わせ：04-2944-2633

（淵の森保全連絡協議会　事務局長　安田敏男）

○荒川知水資料○荒川知水資料館（amoa（amoa）ワークショップワークショップ

　荒川知水資料館（amoa）では荒川に触れることが出来る機会として年間を通じて様々なワークショッ

プを開催しています。

・日時：平成20年2月17日（日）　13：30～15：30

　　　　※雨天、雪の場合は、2月24日（日）に延期します

・受付：尾久の原公園事務所前で13：15より受付開始

・場所：尾久の原公園

・講師：池田　稔　氏（尾久の原愛好会）

・内容：尾久の原公園の植物を観察しながら、草のおもしろい名前や植物が生きるために行っているさま

　　　　ざまな工夫が学べる観察会です。

・持ち物：ルーペ（虫メガネ）、筆記用具

　　　　　※ルーペ（虫メガネ）は当方でも用意をしております。

・対象：一般（小学生は保護者同伴）

・募集人数：25名（定員に達し次第締切）

・費用：無料

・申込み：はがき・電話・メール・直接資料館受付のいずれかで、参加者全員の住所・氏名・年齢・

　　　　　電話番号をご連絡ください。

「尾久の原公園の植物を観察しよう！　～植物に関するおもしろい話～」

【受付開始】

　1月27日（日）

※個人情報の取り扱いについては、個人情報保護法に基づき適正に取り扱います。

【HP】http://www.ara.go.jp/amoa/

○平成１９年度　第１４回河川愛護交流会を開催します○平成１９年度　第１４回河川愛護交流会を開催します

埼玉県からのお知らせ埼玉県からのお知らせ

　埼玉県では、川を活動の場として活躍する団体のみなさんがお互いの交流を深め、活動の場を広げ

ていけるように交流会を開催します。

　過去の河川愛護交流会の概要については埼玉県 HP で公開されています。

【URL】http://www.pref.saitama.lg.jp/A08/BG00/kasen/koumoku/
kasen15.html#lnk1

・日時：平成20年1月27日（日）　10：30～16：30

・場所：浦和コルソ　７階ホール（浦和駅西口　コルソ内）

・内容：全体会（河川愛護団体や行政からの発表・報告）

　　　　◆ 分科会　テーマ１　みんなで川づくり
　　　　　　　　　　　　　－地域と行政との連携－
　　　　　　　　　 テーマ２　水質改善と浄化槽
　　　　　　　　　 テーマ３　川で楽しむ・川から学ぶ

【問合せ先】埼玉県総合治水事務所　荒川水系、利根川水系担当
　　　　　　TEL 048-737-2001　FAX048-737-2193
　　　　　　E-mail：n372001@pref.saitama.lg.jp

全体会の様子

分科会の様子


